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研究成果の概要 

本研究は、「やり抜く力（遂行機能）の個人差の脳神経基盤」を多層的に明らかにし、個別化され

た教育・支援手法の科学的基盤を構築することを目的としている。特に、本年度は以下の 3点に

おいて重要な進展を遂げた。第一に、大規模脳画像データ（HCP）を用いた分析により、個性に関

わる安定した脳形態成分（脳ビッグ 30）を抽出し、これを小規模データに適用することで、高い再

現性と予測性能をもつ個性推定手法を開発した。従来、小規模サンプルでの脳―行動研究の信

頼性には限界があったが、本手法によりその課題を克服できる可能性が示された。第二に、成人

を対象に、27日間の将来志向型健康行動（食事改善）を実施し、個別化されたフィードバックが行

動の継続（やり抜く力）とウェルビーイングに与える影響を検証した。本課題は成果がすぐには見

えにくい「報酬が遅延する行動」であり、従来の学習課題とは異なる高次の自己制御を要する。本

研究では、記録の継続頻度が前頭極（FPC）の構造と相関していたのは一般情報のみの群であ

り、個別化フィードバック群ではこの相関が消失した。これは、外的な支援が内在的特性を乗り越

えて行動を支えることを示唆しており、個別化された行動支援の神経的メカニズムの存在を明ら

かにした重要な成果である。第三に、幼児を対象とした親子介入研究では、保護者の養育態度を

変容させるアプリ「見ててねタイム」を用い、親子 60組に対する 3か月の介入を実施。子どもの

遂行機能やウェルビーイング、前頭前野の脳活動において良好な変化が見られ、環境要因の影

響を神経レベルで示唆する貴重なデータが得られた。 

以上の成果は、脳科学に基づく個別化支援の実現に向けた基盤を着実に築くものであり、学術的

にも社会的にも高い波及性を持つと考えられる。 
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